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 Urea derivatives, which are one of the most important industrial raw materials, have been 

widely used to pharmaceuticals, pesticides, and raw materials of resin. Urea derivatives have 

been synthesized by using toxic and expensive compounds. Therefore, the method utilizing 

carbon dioxide as a C1 resource has attracted much attention. We have already achieved 

catalytic synthesis of urea derivatives from amines and carbon dioxide under ambient pressure1. 

In this work, urea derivatives were synthesized by the reaction of disilylamines with carbon 

dioxide under ambient pressure in the presence of vanadium catalyst. 
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 尿素誘導体は、医薬品や農薬、樹脂などに広く利用されている重要な工業原料であ

るが、従来の工業的製法では有毒、あるいは高価な試薬が用いられてきた。そこで、

安価かつ低毒性な二酸化炭素を C1 源として利用する手法が注目されている。当研

究室では最近、イミドバナジウム錯体の高い求核性を利用し、常圧二酸化炭素の活性

化を経由した触媒的な尿素誘導体の合成を達成している 1。本発表では、バナジウム

触媒存在下、ジシリルアミン 1 と常圧の二酸化炭素を原料に用いた尿素誘導体 2 の

合成について報告する。 

今回、触媒として 8 mol% NH4VO3 を用

いることで常圧の二酸化炭素およびジシ

リルアミン 1a を原料とする尿素誘導体 

2a を高収率（94%）で合成することに成

功した (Table 1, Entry 1)。続いて、ベンジ

ルジシリルアミンを用いた検討を行った

ところ、良好な収率で目的生成物を得た 

(Entry 2)。一方で、アリールジシリルアミ

ンを用いた場合、目的生成物の収率は低

下した (Entry 3)。脂肪族のジシリルアミ

ン誘導体を用いた検討を行ったところ、

いずれの場合も良好な収率で目的の反応

が進行した (Entry 4)。 
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